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1 はしめに

青森県北部上北地域の農業は,む つ小川原

開発にともなう農地転用が進んでいるが 県内

では最も広い農用地を有している。この地域の

気象環境は県内では最も冷涼な地帯に当たり,

低温年にはヤマセ (偏東風)が吹走し,農作物

の収量を不安定にしている低温襲来地帯である

が,畜産。野菜・水稲を基幹とする,本県の主

要な農業地帯を形成している。特に 野菜は根

菜類を主体にした大規模な産地が定着し,農業

生産額の大きなウェイトを占めている。

この地域の中心にある「東北町Jの農業生産

の変化をみると,昭和45年の粗生産額は19億

8,500万円で,う ち畜産が42%,米29%,畑作

嶋%,野菜14%で ,畜産と米の比重が極めて高

かった。その後年次とともに野菜の比重が高ま

り,昭和M年の粗生産額75億7,900万 円に占め

るそれぞれの割合は,畜産38% 野菜30% 米

21%,畑作H%で ,この10年間で粗生産額は38

倍 (県平均25倍 )の伸びを示し,その中で野

菜部門は81倍 (県平均3.6倍)で,際立った

伸びを示している。

野菜の基幹はナガイモで生産額が最も多く,

次いでダイコン,バレイショ,ニ ンジン等の根

菜類であるが,これら作目の産地定着とともに

連作障害や地力の低下等,大きな問題点をかか

えるようになった。ナガイモは連作年数が長い

ことから,土壌病害 (褐色腐敗病等)や生理障

害の発生により単収や商品化率力劉低下し,他の

野菜も地力の低下やセンチュウの発生により生

産量が頭うちとなっている。

このような情勢から,昭和55年から58年ま1で ,

地域農業複合化技術開発試験で,ナガイモ連作

障害軽減のための合理的作付体系と有機物等の

施用による地力増強対策を検討し,その後もこ

れに関連した研究を県単試験で実施している。

それらからこれまでの主要な成果について報告

する。
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2 研究の主要成果

(1)ナガイモを中心とした短期綸作体系の確立

青森県北部上北地域の野菜の基幹作目である

ナガイモは,ほ とんどの農家で連作がおこなわ

れている。連作年数は 5年以上が多く,こ のた

め連作障害が発生し,病害イモや奇形イモなど

の屑イモが20%以上に達している農家が多くみ

られる。

表… 1 輪作体系と作物別収量

連作障害軽減のための合理的な作付方式を検

討するため,畑作園芸試験場園芸部 (上北郡六

戸町)の圃場で,昭和55年にナガイモを作付し

た跡地に,表-1のような輪作体系を設置し,

これらの体系が跡作ナガイモの収量に及ぼす影

響を検討した。

各年次別の供試作目の生育,収量は次のとお

りである。

(昭和55年～58年 ,青森畑園試)

生育はやや停滞したが,病害虫の発生が少なく,

収量,品質とも良好であった。

ニンジンはナガイモ植え溝跡地の生育は全般

に良好であったが,植え溝跡地以外の生育は劣っ

た。収量も生育中期から黒葉枯病の多発もみら

れて低収となった。

ゴボウの収量は平年並であったが,ナガイモ

植え溝跡地のゴボウは,肌荒れ症状のものが多

く品質が低下した。

昭和57年度 : ナガイモはイモの伸長期の 7

～ 8月 が乾燥気味に経過したため,イ モ長がや

注  ( )は総収量k9/a

昭和56年度 : ナガイモは 5・ 6月 の異常低

温と少日照のため初期から生育が遅れて,草勢

の確保が困難となり,イ モの肥大は不良であっ

た。連作 2年目では土壌病害虫の発生は認めら

れなかった。

パレイショは地上部の生育が軟弱徒長で過繁

であったため,イ モの着生,肥大が劣った。こ

の過繁茂の要因は,ナガイモ跡地土壌の肥料の

残効と生育初期の低湿,少日照によるものと推

察された。

スイートコーンは低温と少日照のため,初期

体系 55年 56 年 57 年 58年 考備

1

ナ ガ イ

(鵬.5)

モ ナ ガ イ モ

(197.2)

ナ ガ イ モ

(290.2)

ナ ガ イ モ

(192.7) 収量の年次変動は主に

気象要因による。
2
ナ ガ イ モ

(3∞ .5)

バ レ イ シ ョ

(2∝.6)

スイー トコーン

(143.4)

ナ ガ イ モ

(203.1)

3
ナ ガ イ モ

(3∞ .5)

ゴ  ポ  ウ

(183.4)

ニ ン ジ ン

(274.9)

ナ ガ イ

(225.3)

モ

4
ナ ガ イ モ

(3∞ .5)

スイー トコーン

(161.9)

ゴ  ポ  ウ

(252.0)

ナ ガ イ モ

(270.5)

5
ナ ガ イ モ

(3∞ .5)

ニ ン ジ ン

(235.7)

スイー トコーン

(177.0)

ナ ガ イ モ

(219.0)
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や短く,収量も平年よりやや劣った。土壌病害

の発生は認められなかった。

ゴボウは夏期の乾燥により地上部の生育はや

や停滞したが,根部の肥大は順調で,上物収量

の勢%はL級であった。

スイートコーンはニンジン跡作がバレイショ

跡作より生育がまさり,雌穂電が23%増収した。

ニンジンは初期からトレンチャー溝跡地の生

育か旺盛で,収量も溝跡地以外より2%増収した。

昭和8年度 : 最終年度のナガイモは植付後

の低温のため崩芽がおくれた。萌芽後も低温・

少日照により茎葉の繁茂量が少なく,イ モの肥

大力す ったため 収量は平年より大幅に下回った。

表-2 跡作ナガイモの収量調査成績

作付体系別の収量では (表-2),各 輸作区
とも連作区より多収を示した。輸作区の中では ,

ゴボウ+ニ ンジン十ナガイモ区とニンジン+ス

イートコーン+ナガイモ区の増収効果が高く,

上物収量ではそれぞれ25%。 22%増収した。し

たがって,10a当 たりの収益性 (表-3)も連

作区を大幅に上回った。

ナガイその土壌病害 (褐色腐敗病)の発生は

連作 4年目で重量比19%の発生が認められた。

輸作体系の中ではゴボウを組合せた体系で発生

したが,ゴボウはナガイモ同様に、植え溝をト

レンチャー耕するため,土壌中の病原菌が移動

しやすくなるためと推察される。

(昭和58年 ,青森畑園試)

(昭和58年 ,青森畑園試 )

lh当た り所得

2,145

2,422

2,975

2,265

2,850

表-3跡作ナガイモの100当たり収益性

収量‐販売収量  ② 単価=県経済連出荷価格
経営費,労働時間=畑作園芸課資料 (昭和59年 7月 )

1

2

3

4

5

注 ①
③

区

番

1

2

3

4

5

作付縣 総収量

♂ワィ♪

比 率

∽

規 格 別 収 量 (lo/ma) 屑イモ重

(Iス:P

褐色腐

敗病発

物58 計 疇∽
4L 3L 2L L M S 驚 モ

ナ

　
　
バ
　

　

ゴ
　

　

ス
　

　

ニ

ナ

ス

ゴ

ス

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

1,927

2031

2,253

2.l175

2.190

100 0

105 4

1169

107 6

113:6

1.686

1,331

2,114

1 748

2,060

100 0

1086

125 4

103 7

122 2

224

80

53

0

49

131

119

貌

213

220

339

鋤

795

615

646

489

737

641

妬

823

179

221

188

281

180

186

203

61

“

142

138

91

“

120

0

241

200

139

007

130

19

0

03

12

0

ナ

　

ス
　

ニ
　

．コ
　

ス
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(2)短期輪作によるナガイモ土壊病害の軽

減効果

ナガイモの 5年連作により褐色腐敗病の激発

している圃場 (十和田市)で ,大豆,イ ネ科作

物を 1年供試した短期輸作による病害の軽減効

表-4 輪作体系別の病害発生程度

果を検討 した(表-4)。

病害の軽減効果は,輪作体系に大豆よリイネ

科作物の導入効果が高 く,特に,ス ダックス 2

回すき込み +消毒区では顕著な軽減効果が認め

られた。

輌閾9年,十和田市)

に施用することによって、根菜類に生理障害が

多 くなっているので ,昭和55年から厩肥を中心

とした有機物資材の適正施用量を検討 した。

1)ダイコンの施用反応

昭和関年1破どリダイコンに対して 俵 -5),

(昭和55年 ,青森畑園試 )

上物率
(%)

(3)根菜類に対する有機物の施用反応

根菜類の連続作付けによる地力低下の対策と

して,現地では有機物資材の施用が積極的に進

められている。有機物資材の多 くは堆厩肥であ

るが ,こ れ らは未熟のものが多 く,こ れを多量

表-5 ダイコンの収量調査成績

865
ん

ら

肥

ふ
昴

牛

も

堆

ん

ら

肥

ふ

わ

牛

稲

堆

ん
ず

肥

ふ
く
い
が
け

お

堆

83.8
77 3

69.4

74 7

74.4

642
67.0

52 8

51.2

86 2

86 2

76 9

77.7

685

区

　

番

輪 作 体 系 発生程度0同的 販売可能
収  量
(k9/1。 a)

備 考
53年■も寄 58年 59年 零易炉発病度

1

2

3

4

5

ナガイモ

ナガイモ

ナガイモ

ナガイモ

ナガイモ

ガ

大 一豆

スイートコーン

スダックスースダックス

スダックスースダックス

(無) ナガイモ

(″ ) ナガイモ

(″ ) ナガイモ

(″ ) ナガイモ

(消毒う ナガイモ

920

87 0

48 0

50 0

23 0

792

517

219

20 0

69

492

942

2.114

2,231

2,893

スカ クス2作すきこみ

注_土壌消毒はクロールピクリンを側甲

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

４

６

８

０
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牛ふん 。もみがら堆肥 (中熟),牛ふん 。稲わ   ものは,横しま症状,穴あき,空洞症等であった。

ら堆肥 (中熟),けいふん 。おがくず堆肥 (中     2)ニ ンジンの施用反応

熟)の適正施用量を検討した。           昭和

“

年に秋どリニンジンに対して (表-6),

ダイコンは生育中期からいずれの有機物資材   厩肥 (未熟 。中熟)の適正施用量を検討 した。

とも施用量が多い区ほど,葉のちぢみや根の褐    ニンジンの総収量では施用量が多い程増収し

変などの障害がみられた。したがって,収量は   た。しかし,厩肥の施用により障害根 (岐根 ,

有機物資材の施用量が多い区ほど減収し,上物   裂根,腐敗根)の発生が多くなり,特に,未熟

収量では顕著であった。             厩肥の施用では上物収量がいずれも無施用区よ

有機物資材の多量施用による生理障害の主要な   り劣った。

表-6 ニンジンの収量調査成績 (昭和56年 ,青森畑園試 )

虚ぐ
施 用 量

(k9/a)

総 収 量

(k9/a)

比 率

(%)

規格別収量 (k9/a。 %) 上物率

(%)上 物 比 率 下 物 士ヒ  菱各

無 施 用 0 300.4 100.0 271 6 100 0 29.8 100.0 90 4

厩 肥

(未 熟 )

０

　

０

　

０

０

　

０

　

０

０
乙
　
　
　
′
錢
　
　
・α
υ

294.8

3186

375.2

98.1

106 1

124.9

265.5

249

242.9

97_8

90.2

89_4

29 3

73.7

132.3

101.7

255.9

459 4

90.1

76.9

64.7

厩 肥

(中 熟 )

０

　

０

　

０

０

　

０

　

０

０
ι
　
　
　
′
■
　
　
■^
υ

303.4

318.7

405.6

101.0

105 9

135.0

297 3

292 4

318.7

109.5

107 6

1173

6.1

26.3

86 9

21.1

913

301.7

98.0

917

78.6

注 ① 厩肥の材料=牛ふん+稲わら  ② 堆積期間=未熟3か月,中熟 1年

3)バ レイショの施用反応         施用区が10%,600k9施 用区が19%,無施用区

昭和57年にバレイショに対して (表-7),   より増収し,でん粉価も向上した。
厩肥 (中熟)の適正施用量を検討した。       なお,a当たり400k9施用区は,生育初期の
バレイショは生育初期から,厩肥の施用効果が   豪雨により地表面の土砂の流亡が多く,試験継
顕著に認められ,上物収量ではa当 たり200k9  続不能となった。

表-7 バレイショの収量調査成績                   (昭 57年,青森畑園試)

項目

区名

施用量

(ko/c)

総収量

(k,/を )

比 率

И 峰̈∽

比 率

の

規 格 別 収 量 (k9/`)
でん粉

価 (%)2L L M S 規格外

無 施 用 0 2172 100 0 201 5 100 0 71 42 9 157 112

別
　
　
帥

2451

2772

112 8

127 7

2225

郎94

1104

1188

郷
　

３‐

８
　
　
６７

の
　
　
“

“
　
　
７３

２２

　

“

２

　

２

注 上物収量はS以上。
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4)ナガイモの施用反応           肥の施用では60%以上で,中熟厩肥でもa当た

昭和57年にナガイモに対して (表-8),厩     りЮOk9以上の施用では50%以上となり,無施
肥 (未熟 。中熟)の適正施用量を検討したが,    用区 (∞%)よ り大幅に上回った。したがって ,
ナガイモは植付後の異常低温により,種イモが    収量は厩肥の施用量による明らかな傾向は認め

腐敗して欠株が多く発生した。欠株率は未熟厩    られなかった。

表-3 昭和56年のナガイモの調査成績

(青森畑園試)

く1:｀

｀`` ｀`` ヽヽヽ ヽ̈̈ ヽ̈ヽ 1::l:ヨ イモ長 (cm) イモ重 (g) 欠株率 (%) 収量 (k,/c)
36 9 216.4 300 46.6

牛  ふ

稲  わ

(未 熟 )

ん

ら

知
佃
鋤

35.9

351

57.1

227 0

152 7

536.9

66 7

63 3

67.5

23_3

173

53.8

ん
　
・り

ふ
　
わ

牛

稲

(中 熟 )

加
価
６００

43.2

42.9

51.3

265 7

276 0

4107

23.3

50 0

62 5

62 7

42 5

47 4

このことから,昭和59年に (表-9),厩 肥    用量について検討した。
(中熟),けいふん堆肥 ,バーク堆肥の適正施     総収量は各有機物資材とも,施用量が多くな

表-9 昭和59年度のナガイモの収量調査成績
(青森畑園試 )

沐
施用量

Ckg/α )

総収量

(kB/a)

比 率

(%)

上物収量

(k9/α )

比 率

(%)

上 物 規 格 別 収 量 (k9/a)

4L 3L 2L L M S

肥堆 200 396 9 100 0 200 1 100 0 103 6 28 2 28 1 2o 6 173

厩  肥

(中熟)

200

400

6o0

376 1

349 9

380 1

94 8

88 2

95 8

226 3

157 9

183 6

1131

789

918

86 8

6117

111 4

619

40 3

22 o

24 0

36 8

22 5

30 3

13 1

146

141

58

86

92

102

45

けいふん

堆  肥

０

　
　
０

　
　
０

つ
０
　

４

　

６

333 7

370 6

382 6

84 1

93 4

96 4

210 6

190 2

282 2

105 2

95 0

141 0

119 4

102 3

164 2

37 5

33 7

34 3

23 2

418

32 9

146

67

32 9

75

57

57

63

0

122

バ ー ク

堆  肥

０

　
　
０

　
　
０

つ
´
　

４

　

６

330 5

347 5

404 1

83 2

87 6

101 8

220 4

211 1

163 9

110 1

105 5

819

104 2

112 2

817

224

34 5

171

40 9

191

27 2

35 4

25 3

177

84

81

86

91

119

116
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表-9(つ づき)

ると多収の傾向であったが,厩IEl(中熟)及び

バークllE肥では施用量の増加にともない,上物

収量 ,上物率が低下 した。

有機物資材の施用による生理障害の発生につ

いては,厩肥 (中熟 )の施用では,分岐イモ ,

亀裂イモ,毛穴突起イモの発生が多 く,分岐イ

モは施用量の増加にともない多くなる傾向であっ

た。けいふん堆肥の施用では,分岐イモ,毛穴

突起イモの発生が多 く,と くに,a当たり60k9

区では分岐イモ発生が多かった。バーク堆肥の

施用では,施肥量の増加にともない平イモ,亀

裂イモ,褐点イモが多 くなる傾向であった。

土壌中の無機態窒素の消長については,厩肥

(中熟 )では ,施用後40～ 62日 は対照の稲わら

堆肥区と同程度であったが ,84日以降は稽わら

堆肥区より多 く推移 した。けいふん堆肥では ,

いずれの時期とも高い窒素含有量を示 し,特に ,

施用後40～62日 の含有量は,他の有機物資材よ

り多かった。バーク堆肥では,施用後68日 まで

は対照区より少なく,その後は対照区と同程度

に推移した。

(4)ダイコンに対する■使改良資材の施用

反応

昭和55年に東北町の現地圃場において,秋ど

リダイコンに対 して (表-10),土壌改良資材

(熔燐,苦土石灰)の施用効果を検討し,56年 。

57年の 2か年はその残効を調査した。

土壌改良資材施用初年目 ("年): ダイコン

の収量は改良資材を最も多量に施用した苦土石灰

∞+P吸 5%区を除いて,無施用区より増収した。

施用 2年目 (56年 ): ダイコンの収量は残

効が顕著に認められ,改良資材施用区は多収と

なった。また,改良資材の単用施用区よりも,

併用区の苦土石灰10+P吸 5%区 ,苦土石灰20

+P吸2.5%区 ,苦土石灰20+P吸 5%区の収

量水準が高かった。
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蜀
施用量

(ko/a)

上物 率

(%)

鸞

(k9/0)

比 率

(%)

下 物 収 量 の 構 成 (k9/a)

屑イモ 平イモ 曲イモ
部
モイ
上
平 亀 裂 褐 点 愛奄

分 岐
イ モ

堆  肥 200 50 4 196 8 100 0 173 116 7 0 0 168 0 40 7

厩  肥

(中熟 )

０

　

０

　
　
０

０

　
　
０

　
　
０

２

　
　
４

　
　
６

60 2

45 1

48 3

149 8

192 0

196 5

76 1

97 5

99.8

17.0

83

192

73 9

75_6

66 8

52

lo 6

193

0

257

19

24 5

388

24 3

０

　
　
０

　

０

24 9

56

160

43

27 4

49 0

けいふん

堆  肥

０

　
　
０

　
　
０

つ
ι
　
　
　
′
■
　
　
　
α
υ

63 1

513

73 8

123 1

180 4

1004

62 6

91.7

510

17_0

17_0

105

40 2

83 1

44 4

0

0

22

104

0

0

37 3

87

128

37

0

21

70

63 9

0

77

77

23 4

バ ー ク

堆  肥

０

　
　
０

　
　
０

66 7

60 7

40 6

110 1

136 4

240 2

55 9

69.3

122 0

143

168

96

61:8

84 1

179 8

0

25

0

0

93

23

119

37

42 5

0

62

7

64

0

0

157

140

53

注.厩肥=牛ふん+稲わら,けいふん堆肥=けいふん+もみがら,バーク堆肥 =デルマ



表-10 ダイコンの年次別収量比 (昭和55～57年 ,東北町)

区 分 年 次 別 収 量 比 (%) 平 均

(%)

地

ω /1000

Ca P吸 55年 56年 57年 56年 57生F

無施用区
lllll.

(683
100 0
(4857)

100 0
(695.8) 100 0 19.2

98 203.0 123.8

10

10

10

20

20

30

30

２．５

一
為
５
２．５
５
郷
５

1125

105 2

116 2

1105

105.6

105 6

105 2

997

7

126 3

127 2

141.4

141 6

136.9

133.9

124.4

888

97.7

105.2

984

98 9

101.9

95 3

104.7

106.0

1097

1162

116 8

1154

1118

111 5

109.6

19.8

11.4

298

32 3

212

29.2

21.5

161

8.4

53

8 2

109

H.8

13 3

12.7

134

124 3

1308

2206

220 2

376 1

301.3

247 3

2885

1098

123.8

lFoo.6

186 3

195 7

1994

234.8

250 0

注.① Caは若土石灰を施用

③ ( )内の数字は総収量

施用 3年目 : 改良資材施用区と無施用区の

ダイコンの収量差は少なかった。各処理別の収

量については,P吸 5%改良条件では苦土石灰

多用による増収効果は苦千認められたが,P吸

2磁改良条件では明らかでなかった。

以上の結果,ダイコンに対する土壌改良資材

の施用効果については,施用 2年目までは増収

効果が高いが, 3年目ではほとんど効果が認め

られなかった。また, 3か年の平均収量でみる

と,土壌改良資材の施用量による収量差は,熔

燐ではP吸25%施用区が,苦土石灰ではa当

たり10k9施用区がやる優る傾向であった。

3 研究成果の現地適応上の問題点

青森県北部上北地域に展開する根菜類を主体

にした野菜産地の定着には,基幹作目であるナ

ガイモの連作障害回避のために,輪作体系の確

立が急務となっている。一方,輪作体系内では

有機物資材や土壌改良資材の合理的な施用によ

る地力増強対策が必要である。

ナガイモは長期に連作すると,土壌病原菌(褐

色腐敗病等)の発生が多くなる。発生した土壌

病原菌は,土壌中から消滅するのに長い年数を

要するので,他作物との輪作体系をはかり予防

に徹することが基本となる。

輸作体系を組む場合には,い くつかの特性を

異にする作物を効果的に組合せる必要があり,

輪作体系におけるナガイモの前後作物としては,

土壌病原菌の性質から表-11のような作物が考

えられる。

野菜に対する有機物の施用については,近年 ,

土づくりの重要性が理解されて,施用が多くな

りつつある。有機物の施用は単に栄養供給とい

うだけでなく,土壌の構造を団粒化し,物理的

性質の改善に役立っている。しかし,C/N比

の低い有機物 (ク ローバ,オーチャードグラス ,

野菜の茎葉等)及び未熟な有機物の施用は,ナ

ガイモの土壌病原菌に栄養を与え増殖を促すこ

②燐酸資材は熔燐施用

k9/a
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A.前後作として病菌密度を増加させる作物

y4 
^, 

t s -/s, 4 yt'/, I-"9 l:

B.前後作として病原密度を低下させる作物

ムギ類,ス イートコーン,イ ネ科緑肥作物

(ス ダックスなど)

C_前後作として病原密度が変らない作物

ニンニク,カ ボチャ,カ プ,シュンギク ,

ミョウガ,キ ュウリ,メ ロン,ス イカ,バ

レイショなど

表-11 土壌病害からみた他作物の良否

注 なお,ニ ンジン,ゴボウについては,本
県において病原性のある菌が存在 し,前後

作物として不適な畑もあるので注意する。

とになる。また,根菜類に未熟な有機物を多量

に施用すると,根部に生理障害が発生して,商

品化率を低下させるので,有機物の施用には腐

熟した良質のものを利用することが大切である。

根菜類に対する有機物の施用量については ,

これまでの試験例から,厩肥等の未熟なものは

10a当 たり2t,腐熟したもので 3～ 4tが限

度と推察される。

土壌改良資材の施用については,火山灰土壌

では施用効果が明らかである。輸作体系の関連

から,合理的な土壌改良を進めることが大切で

ある。

このような研究成果の「東北町」における波

及効果についてみると,野菜の作目構成はナガ

イモ,ダイコン,バレイショ,ニ ンジン等,商

品作目の種類が多様化し,これらの作目と飼料

作物や緑肥作物を組合せた輪作体系の普及定着

が期待されつつある。

一方,昭和58年度の野菜に対する有機物の施

用面積割合は,バレイショ692%,ニ ンジン667

%,ナ ガイモ66%,ハクサイ765%,ニ ンニク

882%で ,施用面積割合の向上がみられる。

有機物の人手は,畜産農家からの稽わらと交

換した厩肥力邁17%,自家の水田や家畜から産

出されたもの367%,購入するもの108%,共

同で生産するもの65%,無償のもの43%で ,

厩肥は堆積して腐熟したものの施用が多くなり

つつある。

このように,「東北町」は野菜産地の安定的

な定着の方向に進んでいる。今後の問題として

は,野菜は根菜類力注体を占めている現状から ,

畜産農家との連携による飼料畑と野菜畑の交換

利用や気象的にはヤマセが強い地域であるので ,

冷涼な気象に耐え得る作物選定,作型検討,雨

よけ栽培,土づくり等を含めた総合的な経営確

立を図る必要がある。
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